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私
は
、
廣
池
学
園
で
育
ち
、
麗
澤
高
校
、

麗
澤
大
学
で
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
水
野

治
太
郎
先
生
、
細
川
幹
夫
先
生
の
影
響
か

ら
宗
教
社
会
学
に
関
心
を
持
ち
、
卒
業
後
、

上
智
大
学
文
学
部
社
会
学
科（
現
・
人
間
総

合
科
学
部
社
会
学
科
）に
学
士
編
入
し
、
そ

の
後
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
上
智
大
学
名
誉
教
授
、

故
・
安あ

ん

斎ざ
い

伸し
ん

教
授
と
奄
美
大
島
本
島
に
隣

接
す
る
加か

計け

呂ろ

麻ま

島じ
ま

の
一
集
落
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
四
十
四
年

間
、
母
村
と
出
郷
者
の
宗
教
文
化
の
変
容
に

つ
い
て
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
六
十
世
帯
、
百
名
弱
の
極
小
集

落
で
す
。
明
治
維
新
前
は
薩
摩
藩
か
ら
黒

糖
を
搾
取
さ
れ
、
大
東
亜
戦
争
後
に
は
沖

縄
同
様「
外
国
」に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二

十
八
年
に
返
還
さ
れ
ま
す
が
、
基
地
建
設
に

よ
り
経
済
発
展
し
た
沖
縄
、
朝
鮮
戦
争
特

需
に
沸
く
本
州
と
は
異
な
り
、極
貧
状
態
で
、

島
民
が
生
き
る
た
め
に
は
大
都
市
圏
に
移

住
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

結
果
、戦
後
最
盛
期
に
千
名
、二
百
世
帯
だ
っ

た
集
落
は
、
現
在
の
よ
う
な
限
界
集
落
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
た
愛
郷
心
・
魂
の
継
承

こ
う
書
く
と
、
も
う
こ
の
集
落
は
消
滅
寸

前
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
現
地
に

行
く
と
、
こ
の
集
落
だ
け
を
校
区
と
す
る
小

学
校
は
存
続
し
て
創
立
百
四
十
周
年
を
迎

え
て
い
ま
す
し
、
民
宿
二
軒
、
食
堂
一
軒
、

簡
易
郵
便
局
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
神
社
と

権
現
様
、
公
民
館
、
立
派
な
墓
石
の
並
ぶ
墓

地
も
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
郷
者
に
目
を
向
け
る
と
、
関
東
と
関

西
に
は
、こ
の
集
落
出
身
者
の「
郷
友
会
」（
昭

和
三
年
発
足
の
同
郷
出
身
者
集
団
）が
あ
り
、
毎

年
、
母
村
の
豊
年
祭
に
合
わ
せ
、
関
東
で
も

関
西
で
も「
お
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

母
村
で
も
関
東
で
も
関
西
で
も
同
じ
人
々
の

顔
が
見
ら
れ
ま
す
。
上
位
組
織
と
し
て
奄
美

大
島
全
体
の
郷
友
会
で
あ
る
関
東
奄
美
会
、

関
西
奄
美
会
も
あ
り
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

以
前
に
は「
故
郷
の
親
代
わ
り
納
税
」「
故
郷

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」、
現
在
は「
会
員
間
の

冠
婚
葬
祭
を
中
心
に
し
た
互
助
活
動
」等
が

あ
り
ま
す
。
何
が
、
そ
の
人
た
ち
を
集
落

に
惹
き
つ
け
、
世
代
を
超
え
た
愛
郷
心
が

継
承
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
出
郷
者
と
母
村
と
の
社
会
的
・
精

神
的
紐ち

ゅ
う

帯た
い

の
形
成
と
宗
教
と
の
関
連
に
つ
い

て
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
背
景
に
は
、

私
が
育
っ
た
廣
池
学
園
と
こ
の
集
落
が
直
感

的
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
私
が
出
郷
者
に
自
分
の
姿
を
投
影

し
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
言
え
ば
、
東
亜
外
事
専
門
学
校
在

学
中
に
学
徒
出
陣
し
た
父
が「
死
ん
だ
ら
僕

の
魂
は
故
郷
で
は
な
く
学
園
に
戻
っ
て
く

る
」と
言
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

故
郷
喪
失
し
た
現
代
社
会
の
魂
と
そ
の
安

住
の
地
に
つ
い
て
の
探
究
が
、
今
後
の
私
の

テ
ー
マ
と
な
り
そ
う
で
す
。
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